
 

は
じ
め
に 

当
署
管
内
は
、
北
海
道
の

ほ
ぼ
中
央
部
、
石
狩
川
の

上
・
中
流
部
に
位
置
す
る
、

１
市
６
町
の
国
有
林
を
管
轄

し
て
い
ま
す
。 

管
内
に
は
、
山
岳
部
を
中

心
に
国
内
で
も
有
数
の
針
葉

樹
と
広
葉
樹
が
混
ざ
っ
た
天

然
林
地
帯
や
十
勝
岳
を
は
じ

め
と
す
る
道
内
有
数
の
火
山

地
帯
を
有
し
て
お
り
、
そ
の

多
く
が
大
雪
国
立
公
園
等
の

公
園
地
域
や
森
林
生
態
系
保

護
地
域
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
昨
年
は
、
大
雪
山

系
の
日
本
遺
産
認
定
や
北
海

道
遺
産
に
「
三
浦
綾
子
文
学

館
と
と
も
に
外
国
樹
種
見
本

林
」
が
選
定
さ
れ
る
な
ど
、

多
様
な
価
値
が
付
与
さ
れ
る

地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

適
切
な
更
新
確
保
に 

 
 

 
 

 

向
け
た
普
及 

 

一
方
、
国
有
林
の
二
割
を

占
め
る
人
工
林
で
は
、
森
林

資
源
の
積
極
的
な
循
環
利
用

が
進
み
、
伐
採
後
の
更
新
面

積
は
益
々
増
加
す
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
中
、
造
林
・
保

育
コ
ス
ト
の
縮
減
に
向
け
た

地
域
の
森
林
・
林
業
関
係
者

の
更
な
る
意
識
醸
成
が
よ
り

必
要
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
造
林
作
業
の
省
力
化
に

鋭
意
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
の
取
組 

 

①
伐
採
か
ら
地
拵
え
・
植

付
け
ま
で
の
一
貫
作
業
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
、
一
貫
作

業
・
コ
ン
テ
ナ
苗
の
低
密
度

植
栽
に
よ
る
保
育
コ
ス
ト
の

縮
減
に
向
け
、
具
体
的
な
手

法
の
例
示
及
び
コ
ン
テ
ナ
苗

の
植
栽
体
験
を
行
っ
て
い
ま

す
。 

 

②
下
刈
期
間
の
見
直
し
で

は
、
コ
ン
テ
ナ
苗
と
下
草
の

伸
長
比
較
な
ど
か
ら
年
数
や

回
数
な
ど
の
適
切
な
見
極
め

方
の
普
及
等
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。 

保
有
機
械
等
地
域
の
実
情
に 

合
っ
た
地
拵
え
の
提
案 

 

昨
年
度
は
、
一
貫
作
業
に

お
い
て
、
多
様
な
地
拵
方
法

に
お
け
る
作
業
功
程
等
の
比

較
を
行
い
ま
し
た
。 

 

結
果
は
、
作
業
効
率
に
着 

目
す
る
と
一
般
的
な
バ
ケ
ッ

ト
（
バ
ッ
ク
ホ
ウ
）
が
最
も

優
れ
て
お
り
、
下
刈
り
等
今

後
の
保
育
に
影
響
す
る
サ
サ

等
の
根
系
除
去
に
着
目
す
る

と
全
回
転
格
子
バ
ケ
ッ
ト
が

最
も
優
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
結
果
を
近
隣
市
町
村
、

森
林
組
合
等
、
指
導
林
家
、

研
究
機
関
な
ど
を
対
象
に
行

っ
た
検
討
会
で
報
告
す
る
と

と
も
に
、
大
型
機
械
地
拵
の

有
効
性
、
保
有
機
械
等
地
域

の
実
情
に
合
っ
た
地
拵
え
方

法
の
提
案
を
行
い
ま
し
た
。 

今
後
の
取
組 

 

大
型
機
械
を
活
用
し
た
地

拵
の
継
続
的
な
効
果
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
使
用
機
械
毎
の

苗
木
の
成
長
と
下
層
植
生
の

回
復
状
況
を
中
心
に
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
し
、
下
刈
り
の
省
略

程
度
や
天
然
更
新
の
可
能
性

な
ど
地
域
に
提
案
・
普
及
し

て
い
く
こ
と
を
検
討
し
て
い

ま
す
。 

 
 

 

コンテナ苗の植栽体験 

100 名以上の参加者が 
集まった現地検討会 

下刈省略化が期待される 
全回転格子バケット 


